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平和を創り出す喜びに生きる2019 年 年間標語

平和を実現する人々は幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。
マタイによる福音書5章9節

亡くなった中村 哲医師のこと
　今年度、山梨英和大学でのキリスト教活動を支え
た聖書の言葉は、「平和を実現する人々 は幸いである」
（マタイによる福音書5:9）でした。
　この聖句と共に、2019年12月4日にアフガニスタン
で銃撃されて亡くなった中村哲医師を思い起こしま
す。そのわずか3ヶ月前の8月31日に、山梨英和学院創
立130周年記念講演で、中村さんは甲府でその活動に
ついてお話しくださっていたからでした。
　中村さんは最初、1984年にパキスタンの北西辺境
州にあるペシャワール・ミッション病院から要請を受け
て、主にハンセン病治療を中心とする医療活動に6年
間従事しました。それが出発点でした。その後、隣国の

アフガニスタンに拠点を移し、独立したNGO（非政府
組織）ペシャワール会を福岡で立ち上げ、1990年以降
は、後に「緑の大地計画」と名付けた果敢な活動を続
けてきました。意外に思われるかもしれませんが、中村
さんは思春期の頃、同世代の女性と話すことができな
かったそうです。蝶が好きで、山野を駆け回る昆虫少
年だったのです。
　みなさんが社会人になったとき、中村哲さんの「命」
とともに、「平和」の意味を思い出すときがきっと来る
でしょう。聖書の言葉は、そのようにしか理解されない
とわたしは思っています。そのことを忘れないでおいて
ください。

宗教主任　高橋　一

編集後記編集後記
　今年も『チャペルだより』を発刊することができました。原稿執
筆に協力してくれた10名の学生、サークルの活動内容をまとめる
作業に時間を費やし、校正を手伝ってくれた学生、寄稿してくだ
さった先生方のおかげで多彩な内容となりました。
　平和のために働くことを喜びとして、様々な奉仕に携わったひと
りひとりの思い、祈り、行いからマザーテレサの言葉を思い出しま
した。マザーテレサは、「Do Small Things With Great Love」

（小さなことでも、大きな愛を込めて行いなさい）と言いました。こ
の一年の学生の活動はこの言葉の通りであり、Peacemaker （平
和を実現する者）として、お互いを大切に思い、苦しみを共に担い、
喜びを分かち合い歩んでいました。そして一つ一つに愛を込めてい
ました。これから続く学生生活において、また山梨英和大学を巣
立っていかれた後の歩みにおいて、平和が保たれますようお祈りし
ています。（K.O.）

チャペルセンター
2019年度のあゆみ

2019年
◆4月9日（火）
　　始業礼拝　学長　菊野一雄
◆5月20日（月）～24日（金）
　　キリスト教教育週間
　　テーマ：平和を創り出す喜びに生きる
　　20日（月）宗教主任　高橋一　　
　　21日（火）山梨英和学院史料室長　深澤美恵子
　　22日（水）元山梨英和中学校・高等学校校長　薬袋洋子
　　23日（木）牧師　小島章弘
　　24日（金）４年　亀ケ川愛
◆5月13日（月）～24日（金）
　　山梨ダルク　生活用品の寄付　
◆6月20日　世界難民の日をおぼえて
◆7月1日（月）～5日（金）学生食堂
　　第5回Meal for Refugees実施
◆7月1日（月）～12日（金）
　　フードドライブ in 山梨英和大学　part9
◆9月24日（火）
　　第3クォーター始業礼拝　学長　菊野一雄
◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　・10月7日（月）～11月20日（水）
　　　「世界食料デー」おにぎりアクション2019
　　・10月30日（水）
　　　ワークショップ おにぎりを作ろう！
◆10月16日（水）
　　半日修養会　※台風のため、休止
◆11月12日（火）
　　ワークショップ　クリスマスリースを作ろう！
◆11月26日（火）
　　第32回　クリスマスツリー点火祭
◆11月26日（火）～12月18日（水）
　　クリスマス募金・献金

年間標語
平和を創り出す喜びに生きる

◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆2019年度クリスマス募金・献金報告
募金・献金総額：55,000円（クリスマス募金：14,860円、クリスマス献金：40,140円）

送り先：
・ひかりの家 11,000円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク 11,000円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨 11,000円
　　南アルプス市　食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・渋谷りつ子さんを支える会 11,000円
　　インド マザーテレサの家の関連施設でボランティアされている渋谷さんを支援する会
・ノット・フォー・セール・ジャパン 11,000円
　　東京都武蔵野市　人身取引問題に取り組む団体
みなさまからいただいた募金・献金を上記の団体に送りました。

ご協力、心より感謝申し上げます。

◆12月2日（月）～13日（金）
　　フードドライブ in 山梨英和大学　part10
◆12月13日（金）
　　クリスマス礼拝　宗教主任　高橋一
◆12月17日（火）
　　燭火礼拝
2020年
◆1月7日（火）
　　新年礼拝　宗教主任　高橋一
◆1月14日（月）～24日（金）学生食堂
　　第6回Meal for Refugees実施
◆1月8日（水）～31日（金）
　　災害被災地支援募金
　　　送付先：日本YMCA同盟
　　　募金額：15,000円
◆3月12日（木）
　　卒業礼拝　宗教主任　高橋一
　　※中止となりました

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、同窓生など多くの方々に
開かれた場所です。どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/chapel/
チャペルアワーやその他のイベントについては、大学webサイトで詳しくご覧いただけます。
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ボランティアサークル The Peace Fellows

　今年度The Peace Fellowsは、「平和を創り出す喜びに
生きる」という年間標語のもとに、部員50人と様々な活動に
取り組みました。ペットボトルキャップ回収、山梨英和こども園
のバザーのお手伝い、フードドライブ、やまなしライフサポート
の炊き出しのお手伝いなど、例年と同じ活動を継続しなが
ら、活動への積極性を高められるよう工夫しました。一つ一
つの活動の背景にある社会課題に目を向け、学ぶ時間を
持ったうえで、活動に携わるという流れを作ることに力を注ぎ
ました。具体的に、学内でのフードドライブの活動をはじめる
際、フードドライブの活動によって支援を受けた家庭の映像
をみて、部員同士で感じたことを共有し合い、活動のモチ
ベーションを向上させるとともに、活動の意義について学ぶ
ときをもちました。また夏期休暇中には、寄付された食品が集
められるフードバンク山梨の倉庫へ行き、支援を必要とする
家庭に届けられる食品の箱詰めや仕分け作業に参加しまし
た。支援を必要としている家庭の現状がよくわかり、この箱を
受け取った家庭が笑顔になり、喜ぶ姿を思い浮かべ、その方

たちに寄り添うことができたのではないかと感じられる経験と
なりました。
　日本だけでなく、海外にも目を向け、沖縄で平和について
考えるピースセミナー、フィリピンでのワークキャンプ、日本と
韓国共通の問題について考える国際平和プログラムなどの
活動に取り組んだ部員も多くいます。
　私たちが行っている活動は、実際に誰を助け、誰のために
なったのか把握が難しい場合が多いです。しかし、それでも
活動を続けることができているのは、マタイによる福音書5章
9節にある「平和を実現する人々は幸いである、その人たち
は神の子と呼ばれる」 という言葉に導かれているからではな
いかと思うのです。私たちの活動で世界が大きく変わってい
るわけではないかもしれませんが、平和を実現しようと努力す
ることこそが大切なのではないかと私は思います。これから
のThe Peace Fellowsの活動が実りの多いものとなります
ように。

平和を創り出す仲間たち The Peace Fellows 部長　2年　有野 真衣

〇チャペルアワーでの奨励〇

 11月28日（木）「フードドライブを知る　そして私たちにできること」 学生教職員47名出席

ボランティアを通して新しい気づきが与えられましたボランティアを通して新しい気づきが与えられました

  私は大学に入学する前、サークルに入ることは特に考えていませんでした。後に思いがけない縁があり、友人と共にThe Peace Fellowsに
入部を決めました。
　私が入部した当初は部員の数も少なく、活動もあまり盛んに行われていませんでした。しかし、仲間と共に活動を続けているうちに、部員
の数も増え、とても賑やかなサークルになりました。
　The Peace Fellowsはフードドライブ、炊き出し、募金活動を始めとするボランティア活動を中心に行っています。ボランティア活動を通し
て、いま自分の身近に起きている現状を知り、自分自身を見つめ直す機会が与えられました。
　また、その他の活動として、サークルでは学園祭での屋台の出店や、点火祭第2部の司会進行も行っています。その準備の過程で、様々な
問題に直面することもありましたが、仲間と共に乗り越えることができました。
　The Peace Fellowsに入部したことで、私の大学生活はとても充実したものになりました。そして、サークル活動の基盤となったチャペルセ
ンターは、私にとっての居場所で、いつも笑顔があふれる温かい空間でした。ここで得られた出会いと思い出を大切にして、今後の社会人と
しての生活も頑張っていきたいと思います。

サークルの4年間を振り返って 4年 上田 夏鈴

 私は、昨年3月にウェスレー財団主催の「ワークキャンプinフィリピン2019」に参加しました。このプログラムでは、サン・マテオにあるBuklod 
Taoという地域環境センターを拠点とし、地域が抱える問題について学んだり、仲間と共に壁づくりや堆肥づくりのワークをしたりしました。こ
の地域は自然災害が起こりやすく安全な暮らしができません。しかし貧困が理由で他へ移り住むことができず災害の危険にさらされている
人たちが抱える問題は深刻でした。
　帰国し、私に何ができるのかずっと考えていました。そんな時、Buklod Taoセンターで目にした小物を思い出しました。それはテトラ商品と
いって、地域のお母さんたちから飲み終わったジュースパックを買い取り、それらを縫い合わせ、ポーチやカバンにしたものです。ジュースパッ
クの再利用で環境にも優しく、貧困を抱える家庭の支援にもなります。さっそくセンターと連絡を取り、その後何度もメールでやりとりし、110
個のテトラ商品を仕入れ、学園祭で販売しました。そして収益をセンターへ寄付しました。私にできることを考え、実際に行動することができ
ました。自分を変えたいと思って参加したこのプログラムは、私にとってかけがえのない経験になりました。

私にできることは何か 2年 久保田 優羽
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4/3（水） 聖書・讃美歌販売補助
4/17（水） 「イースターエッグを作ろう！」のお手伝い
4/18（木） ペットボトルキャップ回収開始
5/13（月）～24（金）山梨ダルクの支援
 学内で生活用品（石鹸や洗剤）を集め寄付
5/20（月）～24（金）キリスト教教育週間受付
6/1（土） 山梨英和ダグラスこども園バザーのお手伝い
6/8（土） 山梨YMCAインターナショナル・チャリティーラン出場
6/19（水） 新入生歓迎会
6/26（水） フードバンク山梨「食品ロス削減国民運動」学習会
7/1（月）～12（金）フードドライブ
7/3（水） サークル展示
7/20（土） 山梨英和カートメルこども園夕涼み会のお手伝い
8/5（月）～7日（水）山梨YMCAグローバルサマーキャンプお手伝い

　　　　　　　　　　　～夏期休暇中～
　8/8（木）、10（土）甲府YWCAピースフェスタ2019のお手伝い
 　　　　　　　　会場設営、展示物の設置、撤去
　8/8（木） 山梨英和ダグラスこども園バザーのお手伝い
　8/22（木）、8/29（木）やまなしライフサポートの 炊き出しの
 　　　　　　　　　　お手伝い
　9/10（火）、11（水）日本聖公会長坂聖マリヤ教会で合宿
 教会堂、牧師館の外壁のペンキ塗り、バーベキュー
 フードバンク山梨のボランティア　
 　食品の箱詰めと発送作業　計10回
 　食品の仕分け作業　計6回

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンター諸活動をサポートしています活活 動動 報報 告告

10/7（月）～11/20（水）おにぎりアクション2019
 おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿すること
 で、アジア・アフリカのこどもたちに給食を届けること
 のできるアクション
10/30（水） ワークショップ　おにぎりを作ろう！
 フードロスについて学び、おにぎりを作る　
11/2（土）、3（日）紅楓祭　タピオカ販売　
11/18（月）、19（火）日本基督教団東海教区教職ゼミナール
 　　　  託児ボランティア
11/26（火） クリスマスツリー点火祭
 第2部おたのしみのひととき企画・運営
12/2（月）～13（金）フードドライブ　
12/14（金）クリスマス礼拝  受付、献金奉仕
12/18（火）燭火礼拝  礼拝奉仕
2/11（火）親睦の食事会

「Thursdays in Black」の活動
女性、男性、こどもの虐待や暴力対してNOと言うための
方法として毎週木曜日に黒い服を着ました。

ペットボトルキャップ回収　
学内で回収したペットボトルキャップは23,303個!!
ポリオワクチン29本分になりました。

一年を通して一年を通して

山梨YMCA
インターナショナル・チャリティーラン
山梨YMCA
インターナショナル・チャリティーラン

クリスマスツリー点火祭
（おたのしみのひととき）
クリスマスツリー点火祭
（おたのしみのひととき）

山梨ダルクの支援山梨ダルクの支援

フードドライブフードドライブ

炊き出し炊き出し

紅楓祭紅楓祭

合宿合宿
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Taoという地域環境センターを拠点とし、地域が抱える問題について学んだり、仲間と共に壁づくりや堆肥づくりのワークをしたりしました。こ
の地域は自然災害が起こりやすく安全な暮らしができません。しかし貧困が理由で他へ移り住むことができず災害の危険にさらされている
人たちが抱える問題は深刻でした。
　帰国し、私に何ができるのかずっと考えていました。そんな時、Buklod Taoセンターで目にした小物を思い出しました。それはテトラ商品と
いって、地域のお母さんたちから飲み終わったジュースパックを買い取り、それらを縫い合わせ、ポーチやカバンにしたものです。ジュースパッ
クの再利用で環境にも優しく、貧困を抱える家庭の支援にもなります。さっそくセンターと連絡を取り、その後何度もメールでやりとりし、110
個のテトラ商品を仕入れ、学園祭で販売しました。そして収益をセンターへ寄付しました。私にできることを考え、実際に行動することができ
ました。自分を変えたいと思って参加したこのプログラムは、私にとってかけがえのない経験になりました。

私にできることは何か 2年 久保田 優羽
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4/3（水） 聖書・讃美歌販売補助
4/17（水） 「イースターエッグを作ろう！」のお手伝い
4/18（木） ペットボトルキャップ回収開始
5/13（月）～24（金）山梨ダルクの支援
 学内で生活用品（石鹸や洗剤）を集め寄付
5/20（月）～24（金）キリスト教教育週間受付
6/1（土） 山梨英和ダグラスこども園バザーのお手伝い
6/8（土） 山梨YMCAインターナショナル・チャリティーラン出場
6/19（水） 新入生歓迎会
6/26（水） フードバンク山梨「食品ロス削減国民運動」学習会
7/1（月）～12（金）フードドライブ
7/3（水） サークル展示
7/20（土） 山梨英和カートメルこども園夕涼み会のお手伝い
8/5（月）～7日（水）山梨YMCAグローバルサマーキャンプお手伝い

　　　　　　　　　　　～夏期休暇中～
　8/8（木）、10（土）甲府YWCAピースフェスタ2019のお手伝い
 　　　　　　　　会場設営、展示物の設置、撤去
　8/8（木） 山梨英和ダグラスこども園バザーのお手伝い
　8/22（木）、8/29（木）やまなしライフサポートの 炊き出しの
 　　　　　　　　　　お手伝い
　9/10（火）、11（水）日本聖公会長坂聖マリヤ教会で合宿
 教会堂、牧師館の外壁のペンキ塗り、バーベキュー
 フードバンク山梨のボランティア　
 　食品の箱詰めと発送作業　計10回
 　食品の仕分け作業　計6回

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンター諸活動をサポートしています活活 動動 報報 告告

10/7（月）～11/20（水）おにぎりアクション2019
 おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿すること
 で、アジア・アフリカのこどもたちに給食を届けること
 のできるアクション
10/30（水） ワークショップ　おにぎりを作ろう！
 フードロスについて学び、おにぎりを作る　
11/2（土）、3（日）紅楓祭　タピオカ販売　
11/18（月）、19（火）日本基督教団東海教区教職ゼミナール
 　　　  託児ボランティア
11/26（火） クリスマスツリー点火祭
 第2部おたのしみのひととき企画・運営
12/2（月）～13（金）フードドライブ　
12/14（金）クリスマス礼拝  受付、献金奉仕
12/18（火）燭火礼拝  礼拝奉仕
2/11（火）親睦の食事会

「Thursdays in Black」の活動
女性、男性、こどもの虐待や暴力対してNOと言うための
方法として毎週木曜日に黒い服を着ました。

ペットボトルキャップ回収　
学内で回収したペットボトルキャップは23,303個!!
ポリオワクチン29本分になりました。

一年を通して一年を通して

山梨YMCA
インターナショナル・チャリティーラン
山梨YMCA
インターナショナル・チャリティーラン

クリスマスツリー点火祭
（おたのしみのひととき）
クリスマスツリー点火祭
（おたのしみのひととき）

山梨ダルクの支援山梨ダルクの支援

フードドライブフードドライブ

炊き出し炊き出し

紅楓祭紅楓祭

合宿合宿
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Chapel news

入学式
キリスト教教育週間
チャペルアワー　音楽礼拝
  夏期休暇中　強化練習
クリスマスツリー点火祭
クリスマス礼拝・祝会
燭火礼拝
卒業礼拝 今年度は中止となりました
卒業式

聖歌隊 グリーンチャペル クワイア聖歌隊 グリーンチャペル クワイア

学校行事やチャペルアワーで献唱しています学校行事やチャペルアワーで献唱しています

キリスト教教育週間 チャペルアワー　音楽礼拝入学式

クリスマス祝会 燭火礼拝クリスマスツリー点火祭

　グリーンチャペルクワイアの主な活動は、礼拝形式
に則って行われる入学式や卒業式、その他のキリスト
教行事で、讃美歌や宗教曲を歌うことです。私はそん
なクワイアの隊長になりました。隊長になって一番大
変だったのは、活動時間の調整でした。歌を歌う練習
は個人でもできなくはありません。しかし、クワイアは
みんなの歌声のアンサンブルが命です。8人から11人
に隊員が増えたのは嬉しいことでしたが、その分、指
揮をしてくれる先生やオルガンを弾いてくれる先生の
予定、そして隊員の講義の合間を調整して練習時間を
設けることに苦労しました。また練習場所を確保する
手続きなど、やることは沢山ありました。それでも、そ
れぞれの行事で賛美という大役を果たすことができ
たのは、指揮者、オルガニスト、隊員それぞれが、音楽
でキリスト教行事に奉仕したいという思いが一つに
なったからだと思います。
　よい先輩よい後輩がいること、歌をよいものにする
ために熱心に指導してくださる先生がいること、サポー
トしてくださる心強いチャペルセンターがあること。こ
うした要素がなければ、今のグリーンチャペルクワイ
アはなかったと思います。
　クワイアの一年の行事を振り返り、私が一番印象に

残っているのは、クリスマスツリー点火祭です。他の奉
仕の場とは異なり、戸外で賛美します。また、地域の方
も大勢参加し、ニュースでもその様子が流れる伝統行
事なので、とても緊張しました。クワイアは、ろうそく
を手に持ち、歩きながら「神の御子は今宵しも」を歌っ
て入場します。リハーサルも行ったのですが、本番はこ
れ一度きりなのだということを、午後５時のチャイムが
なって歩き始める瞬間に感じました。
　本番を良いものにするためには、それまでの練習が
大切になってきます。それは何に対しても言えることで
しょう。そして努力して得られた経験は必ず、自分の糧
となることを学びました。そのほかにも、人には一人で
できることと、できないことがあり、一人でできないこ
とを誰かに協力してもらうことで解決する。一人で何か
を抱え込むのではなく、助けを求めて良いのだという
ことにも気づかされました。
　私はクワイアの活動と隊長の経験を通して、他の人
に目を配ること、そしてそのような経験から学びが多く
ありました。この学びと培ってきたことを糧に、クワイ
アの活動において、また日常の生活においても、表して
いきたいと思います。

クワイアでの奉仕を通して学んだことクワイアでの奉仕を通して学んだこと
グリーンチャペル クワイア 隊長　３年　渡邉 日向

歌うことが好きな方、讃美歌・聖歌に興味がある方、キリスト教行事で賛美奉仕をしたい方、
隊員は随時募集しています。興味のある方はチャペルセンターまで。
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　2020年1月に韓国で開催されたプログラムに参加しまし
た。私はこの4日間の研修で、自分が本当に学びたいことと
大事にしたい仲間を見つけました。
　研修のテーマは「ミソジニー（女性蔑視）」でした。また
#MeTooや#WithYou運動についても事例を通して学びま
した。私自身も女性であることから、共感できることも多
く、仲間との対話で涙を流してしまうことがありました。そう
いう私の隣にそっと来て寄り添ってくれた人、肩を抱いてく
れた人、「I'll be #WithYou and I'll support you!」と声
をかけてくれた人の存在が励ましとなり「私はひとりじゃな
い」と心の底から実感する経験にもなりました。
　私はプログラムの企画や運営に携わる実行委員として参
加したため、日頃の学業との両立、春からの留学準備との両

立が大変でした。さらに、応援して
くれる人への期待に応えなくてはと
いうプレッシャーも常に私の中にあ
りました。しかし、そういう緊張か
ら解き放たれ、国境や言葉を越え
た新たな出会いに恵まれ、4日間に
凝縮された学びに没頭することができました。この出会いと
学びは私の人生の宝物で、ここで出会った人たちとの関係は
これから先もかけがえのないものとなるでしょう。
　「出会いと学問は救い」です。今回参加した経験は、より
深い学びとアクションへの始まりにすぎません。このプログ
ラムで学んだこと、感じたことの大きさを人に伝えることが
これからの私の目標です。

　　　　　

 私は、8月18日から30日に行われた日本キリスト教団が主催
する「バンクーバー交流＆研修ツアー」に参加しました。この
プログラムは、カナダの先住民の文化や歴史の学び、ホーム
レスの方のために開かれた教会の活動の見学、そして現地の
子どもたちのキャンプにスタッフとして参加するといった、と
ても幅広く学びを得ることができるものでした。この研修に
参加して、感じたことは，「視点を変えてみる」ということで
す。このプログラムはカナダで行われ、研修前は、「カナダ＝
自然が美しい国」という漠然なイメージを強く持っていまし
た。しかし、現地では歩道沿いにテントを広げ暮らすホームレ
スの人々 や物乞いをしている人など、自分の中で消化しきれな

い現実に直面しました。この研修を
終え、様々な観点や、考え方を得た
ことで、世界共通の社会問題につい
てより深く考えることができまし
た。どの国においても、目を背けた
くなるような問題や現実がありま
す。そして、無意識にその現実に背を向けてしまいがちです。
しかし、しっかり現実と向き合い、その問題を良い方向へ導く
には、今、自分が何をすべきか考えた研修でした。これらの問
いや学びを社会人になっても無駄にせず、答えはすぐに見つ
からないと思いますが、自分に問い続けていきたいです。

山梨英和大学に着任して山梨英和大学に着任して 杉村 篤志　先生

YWCA日韓ユースカンファレンスに参加してYWCA日韓ユースカンファレンスに参加して 2年　宮川 千愛美

Change the WorldChange the World 4年　風間 奈月

　本学に着任して1年が経ちました。米国西海岸から甲府に
移り住んだ昨年の春先、本学に30年奉職された荒井直先
生（ギリシア古典文学）とご一緒する機会を得ました。その
際、とりわけ印象的だったのが、「本学の学生は、大学での
学び次第では、社会に出ても『地の塩、世の光』的な存在に
なる潜在的な賜物（タラント）をもっています」と先生が仰っ
ていたことです。
　第2クォーターに担当した「英米文学講読」では、40名ほ
どの受講者とともに、ルイザ・メイ・オルコットの長編小説
『若草物語』（Little Women [1868]）を翻訳で読みました。
マーチ家4姉妹の成長物語を追いながら受講者が教室で提
起した問いには、たとえば次のようなものがあります。「『人
の役立つ存在になる』とはどういうことなのでしょうか？」
「自分が思う自分自身の義務とは？」「心の『内なる敵』に
相対した時にどう立ち向かうべきなのか？」「あなたは自分
の将来を今、知ることができるとしたら知りたいですか？」
「あなたはどこまで他者のために自己を犠牲にできますか？」。
いずれも、「よく生きる」ことの可能性̶̶また時にその限
界̶̶を探ろうとするという意味において、すぐれて倫理的
な問いであったと思います。
　注記したいのは、受講者たちの多くが、ナイーヴ（素朴）に
人間の善意や利他的なありかたを信頼しているというより
は、どちらかというと、深く内面化されたシニシズムとともに
上記のような問いを投げかけているように見えたことです。
ギリシア哲学の犬儒学派（the　Cynics）に起源を持ち、一
般に「冷笑主義」「冷笑的」と訳されることの多いシニシズム

（cynicism）やシニカル（cyni-
cal）という言葉の核には、「人間
は本質的に利己的な存在である」
という確信が内包されています。
優勝劣敗を是とする現代のグロー
バル資本主義社会において、シニ
カルであることは、ある意味で、他者や世界に対するほとん
ど「デフォルト」の態度となっているといえるかもしれませ
ん。
　「英米文学講読」受講者が投げかけた問いや応答のうち
にも、しばしば、「人間はしょせん利己的なものだ」というシ
ニカルな世界認識の反映を認めることができましたが、印象
的だったのは、大多数の受講者が、そのようなシニシズム
を、他者ではなく、より多く自身のそれとして注意深く省み、
そのうえで、「よく生きる」ことの意味と可能性について多様
に思考を巡らせていたことでした。授業内での問いかけや応
答を通して繊細な感受性や鋭敏な知性のはたらきを示して
くれた人が多く、その点にとても深い感銘を受けました。
　もし、ある大学に精神的伝統というものが存在するとす
れば、その正統な継承者はいうまでもなく、そこで学ぶ主体
である学生の皆さんだと思います。「『地の塩、世の光』的な
存在になる潜在的な賜物をもっています」̶ ̶新任文学教
員として、荒井先生のことばが様々な場面で思い返される機
会の多い、幸いな1年間を過ごすことができました。教室で
多くの驚き、気づき、笑いを与えてくれた学生の皆さんには
感謝しています。
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許　奎（中国からの交換留学生）
　留学生として、交換留学の期間に、山梨英和学院130周年記念のクリスマス礼拝に参加できたことは光栄であった。楽屋
で待機し出番を待ったが、舞台裏には園児や中高生が行き来しており、はじめて見る光景に「確かに日本にいる」ということ
を実感した。山梨英和学院の園児や生徒や学生ひとりひとりが感謝の気持ちを持つ姿勢を大切に、今後の活躍を祈った。
私の留学生活も残り7か月となったが、充実したものにしたいと思う。

　献金のリタニー（交祷）や点燭を大学生が担当しました。日本語、英語、ベトナム語、韓国語、中国語で祈りを捧げました。

　7月には、山梨英和学院史料室展示、展示に伴う講演会（講師：小檜山ルイ氏）が行われました。8月には、記念講演会
（講師：中村哲氏）が実施されました。12月には、ALL山梨英和学院クリスマス礼拝が捧げられました。10月に予定されて
いた笹子峠を歩いて越える会は、台風のため実施に至りませんでしたが、これらの記念行事を通して、130年の歩みを振り
返ることができました。また同時にキリスト教を礎とした学校であることを自覚し、今後も使命を果たすべく歩み続けなけれ
ばならないと思わされました。

グエン トゥイ リン
（ベトナムからの留学生）
　私は、ALL山梨英和学院クリスマス
礼拝に参加し、献金の祈りを捧げまし
た。大勢の人の前で自分の国の言葉で
あるベトナム語でお祈りしできたことは
何より嬉しかったです。讃美歌を歌い、
お祈りをして、メッセージを聞き、心が
落ち着きました。とても素敵な時間で
した。

　ミス・ウィントミュート先生が、笹子峠を越えた先に
ある山梨英和設立の地を目指している様子を、スケッ
チ風に描きました。遥 こ々の地へ足を運んで下さった
先生の姿を少しでも想像していただけるよう、当時の
資料を見ながら想いを込めて描きました。描き慣れな
いドレスを描くのは少し難しかったですが、この絵から
当時の様子を想像していただけたら幸いです。

朴 多恩（韓国からの交換留学生）
　私は、日本に留学中、日本の教会へ
行ってみたいと思っていた。そう思って
いた中、クリスマス礼拝に参加する機
会が与えられた。礼拝の中で献金のリ
タニーという役割があり、祈りの言葉
を韓国語と日本語で言った。日本語の
発音に苦労したが、無事役割を果たす
ことができた。献金のリタニーを担当
したほかの学生との絆も芽生え、日本
での礼拝を体験することができよい機
会となった。

4年　松本ありさ

大学生7名、大学教職員11名の参加申込がありました。

山梨英和学院は創立130周年を迎えました

山梨英和学院創立130周年を記念した行事が実施されました。
大学生がそれぞれの賜物を生かし、記念行事に協力することができました。

10月19日（土）  笹子峠を歩いて越える会

12月11日（土）  ＡＬＬ山梨英和学院クリスマス礼拝

ポスターの挿絵を書きました

ＡＬＬ山梨英和学院
クリスマス礼拝
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　昨年は山梨英和学院が創立130周年を迎え、甲府市
も市政施行130年、JR中央線も開業130年を迎えた記
念すべき年でした。
　130年前（明治22年）に開学された山梨英和女学校
の初代校長ウィントミュート先生（カナダ人の女性宣教
師）は、当時まだ中央線が立川までしか開通してなかっ
たため、甲州街道を辿り、笹子峠を徒歩で越えて甲府へ
入られたそうです。
　昨年は、130周年記念事業として、中学校・高等学校
の改修、アフガニスタンの復興に多大な尽力をされた中
村哲医師による記念講演会（YCC県民文化ホール小

ホール）、ALL山梨英和学院クリスマス礼拝（YCC県民
文化ホール大ホール）などが行われました。
　山梨英和大学は「敬神・愛人・自修」の校訓を持つ山
梨県唯一のキリスト教精神に基づく大学で、2年後には
開学20周年を迎えます。
　甲府市郊外の葡萄畑に囲まれた南欧風の美しい校舎
を持つ山梨英和大学は、130年に及ぶ伝統を背景に培
われてきた数々の素晴らしいブランド力を基盤として、さ
らに新たな改革の途を邁進し、名実共に素晴らしい大
学になることを期待して止みません。

学　長　菊野　一雄

学院130周年を終えて学院130周年を終えて

　わたしが〈想定外〉という事態に真剣な関心を持つよ
うになったのは、2011年3月11日に起こった東日本大震
災と福島第一原子力発電所事故からであった。
　この出来事は、一方は天災であり、もう一方は人災で
あった（『国会事故調査委員会報告書』）。しかし当時、
「このような事態は〈想定外〉であった」という発言が、
国家の中枢を司るべき人たちや専門家、メディア関係者
から盛んに発せられた。そのことにわたしは強い違和感
を持った。なぜなら「本物の知性」とは、そのような〈想
定外〉の事態にこそ対処し得るはずの「知」を意味する
のではないかと思ったからである。それゆえ、「このよう
な出来事は〈想定外〉であった。だからなす術がなかっ
た」という姿勢は、そもそも「知性の放棄」「知の敗北」
宣言ではないのかと思わせられたのである。
　このことは、「独創的な理論や発見」と後に評価され
るようになる営みへの「評価」とも関係する。大学でも
社会でも「成績評価」「業績評価」をはじめとして、さま
ざまな「評価」がある。が、「評価」には二種類の「評価」
があるのではないかと思う。一つは、「現在通念として
流布している価値基準に照らして評価できる事柄への
評価」と、もう一つは、「従来のいかなる評価基準に照ら
しても評価・査定できない事柄への評価」である。前者
は、既知の事柄や正解をあらかじめ確定できる問題に
対しての「評価」であり、後者は、未知の事態や独創的

知見、つまり〈想定外〉と見なされる出来事を評価する
ときの「評価」である。
　考えてみると、現状を真に乗り越えようとする（ブレイ
クスルーする）何らかの営みは、現状変革であれ、政治
的革命であれ、従前の度量衡では誰にも、またどこから
も評価されないからこそ、真に独創的であり革命的であ
ると言えるはずである。それゆえその「評価」のために
は、まったく別種の基準が求められるはずである。
　わたしは大学で培われるべき「知性の涵養」にも、こ
のことは考慮しておいていいのではないかと思う。学生
はいずれ「実社会」に出る。この「実社会」は、単に「実
際の社会」というだけでなく、「美化・様式化されたもの
は違って、複雑で、虚偽と欺瞞に満ち、毎日が試練の連
続であると言える、きびしい社会を指す」（『新明解国
語辞典』）と言われる。教科書にある既成の学びでは
対応できないような事態＝〈想定外〉の事態にどう対処
するか、そのときこそ、大学で形成した「知性の総体」が
問われるのである。
　聖書の「評価」は、この世の「評価」を最終的な価値
基準にはしない。そこに「天に宝を積む」生き方、現状を
真に乗り越える「評価」の根拠がある。聖書の精神は、
〈想定外〉の事態に対処する知性を育てるのだとの確
信を持ちたいと思う。

宗教主任　高橋　　一

〈想定外〉に対処できる学生を育てたい〈想定外〉に対処できる学生を育てたい



6

Chapel news

許　奎（中国からの交換留学生）
　留学生として、交換留学の期間に、山梨英和学院130周年記念のクリスマス礼拝に参加できたことは光栄であった。楽屋
で待機し出番を待ったが、舞台裏には園児や中高生が行き来しており、はじめて見る光景に「確かに日本にいる」ということ
を実感した。山梨英和学院の園児や生徒や学生ひとりひとりが感謝の気持ちを持つ姿勢を大切に、今後の活躍を祈った。
私の留学生活も残り7か月となったが、充実したものにしたいと思う。

　献金のリタニー（交祷）や点燭を大学生が担当しました。日本語、英語、ベトナム語、韓国語、中国語で祈りを捧げました。

　7月には、山梨英和学院史料室展示、展示に伴う講演会（講師：小檜山ルイ氏）が行われました。8月には、記念講演会
（講師：中村哲氏）が実施されました。12月には、ALL山梨英和学院クリスマス礼拝が捧げられました。10月に予定されて
いた笹子峠を歩いて越える会は、台風のため実施に至りませんでしたが、これらの記念行事を通して、130年の歩みを振り
返ることができました。また同時にキリスト教を礎とした学校であることを自覚し、今後も使命を果たすべく歩み続けなけれ
ばならないと思わされました。

グエン トゥイ リン
（ベトナムからの留学生）
　私は、ALL山梨英和学院クリスマス
礼拝に参加し、献金の祈りを捧げまし
た。大勢の人の前で自分の国の言葉で
あるベトナム語でお祈りしできたことは
何より嬉しかったです。讃美歌を歌い、
お祈りをして、メッセージを聞き、心が
落ち着きました。とても素敵な時間で
した。

　ミス・ウィントミュート先生が、笹子峠を越えた先に
ある山梨英和設立の地を目指している様子を、スケッ
チ風に描きました。遥 こ々の地へ足を運んで下さった
先生の姿を少しでも想像していただけるよう、当時の
資料を見ながら想いを込めて描きました。描き慣れな
いドレスを描くのは少し難しかったですが、この絵から
当時の様子を想像していただけたら幸いです。

朴 多恩（韓国からの交換留学生）
　私は、日本に留学中、日本の教会へ
行ってみたいと思っていた。そう思って
いた中、クリスマス礼拝に参加する機
会が与えられた。礼拝の中で献金のリ
タニーという役割があり、祈りの言葉
を韓国語と日本語で言った。日本語の
発音に苦労したが、無事役割を果たす
ことができた。献金のリタニーを担当
したほかの学生との絆も芽生え、日本
での礼拝を体験することができよい機
会となった。

4年　松本ありさ

大学生7名、大学教職員11名の参加申込がありました。

山梨英和学院は創立130周年を迎えました

山梨英和学院創立130周年を記念した行事が実施されました。
大学生がそれぞれの賜物を生かし、記念行事に協力することができました。

10月19日（土）  笹子峠を歩いて越える会

12月11日（土）  ＡＬＬ山梨英和学院クリスマス礼拝

ポスターの挿絵を書きました

ＡＬＬ山梨英和学院
クリスマス礼拝

7

　昨年は山梨英和学院が創立130周年を迎え、甲府市
も市政施行130年、JR中央線も開業130年を迎えた記
念すべき年でした。
　130年前（明治22年）に開学された山梨英和女学校
の初代校長ウィントミュート先生（カナダ人の女性宣教
師）は、当時まだ中央線が立川までしか開通してなかっ
たため、甲州街道を辿り、笹子峠を徒歩で越えて甲府へ
入られたそうです。
　昨年は、130周年記念事業として、中学校・高等学校
の改修、アフガニスタンの復興に多大な尽力をされた中
村哲医師による記念講演会（YCC県民文化ホール小

ホール）、ALL山梨英和学院クリスマス礼拝（YCC県民
文化ホール大ホール）などが行われました。
　山梨英和大学は「敬神・愛人・自修」の校訓を持つ山
梨県唯一のキリスト教精神に基づく大学で、2年後には
開学20周年を迎えます。
　甲府市郊外の葡萄畑に囲まれた南欧風の美しい校舎
を持つ山梨英和大学は、130年に及ぶ伝統を背景に培
われてきた数々の素晴らしいブランド力を基盤として、さ
らに新たな改革の途を邁進し、名実共に素晴らしい大
学になることを期待して止みません。

学　長　菊野　一雄

学院130周年を終えて学院130周年を終えて

　わたしが〈想定外〉という事態に真剣な関心を持つよ
うになったのは、2011年3月11日に起こった東日本大震
災と福島第一原子力発電所事故からであった。
　この出来事は、一方は天災であり、もう一方は人災で
あった（『国会事故調査委員会報告書』）。しかし当時、
「このような事態は〈想定外〉であった」という発言が、
国家の中枢を司るべき人たちや専門家、メディア関係者
から盛んに発せられた。そのことにわたしは強い違和感
を持った。なぜなら「本物の知性」とは、そのような〈想
定外〉の事態にこそ対処し得るはずの「知」を意味する
のではないかと思ったからである。それゆえ、「このよう
な出来事は〈想定外〉であった。だからなす術がなかっ
た」という姿勢は、そもそも「知性の放棄」「知の敗北」
宣言ではないのかと思わせられたのである。
　このことは、「独創的な理論や発見」と後に評価され
るようになる営みへの「評価」とも関係する。大学でも
社会でも「成績評価」「業績評価」をはじめとして、さま
ざまな「評価」がある。が、「評価」には二種類の「評価」
があるのではないかと思う。一つは、「現在通念として
流布している価値基準に照らして評価できる事柄への
評価」と、もう一つは、「従来のいかなる評価基準に照ら
しても評価・査定できない事柄への評価」である。前者
は、既知の事柄や正解をあらかじめ確定できる問題に
対しての「評価」であり、後者は、未知の事態や独創的

知見、つまり〈想定外〉と見なされる出来事を評価する
ときの「評価」である。
　考えてみると、現状を真に乗り越えようとする（ブレイ
クスルーする）何らかの営みは、現状変革であれ、政治
的革命であれ、従前の度量衡では誰にも、またどこから
も評価されないからこそ、真に独創的であり革命的であ
ると言えるはずである。それゆえその「評価」のために
は、まったく別種の基準が求められるはずである。
　わたしは大学で培われるべき「知性の涵養」にも、こ
のことは考慮しておいていいのではないかと思う。学生
はいずれ「実社会」に出る。この「実社会」は、単に「実
際の社会」というだけでなく、「美化・様式化されたもの
は違って、複雑で、虚偽と欺瞞に満ち、毎日が試練の連
続であると言える、きびしい社会を指す」（『新明解国
語辞典』）と言われる。教科書にある既成の学びでは
対応できないような事態＝〈想定外〉の事態にどう対処
するか、そのときこそ、大学で形成した「知性の総体」が
問われるのである。
　聖書の「評価」は、この世の「評価」を最終的な価値
基準にはしない。そこに「天に宝を積む」生き方、現状を
真に乗り越える「評価」の根拠がある。聖書の精神は、
〈想定外〉の事態に対処する知性を育てるのだとの確
信を持ちたいと思う。

宗教主任　高橋　　一

〈想定外〉に対処できる学生を育てたい〈想定外〉に対処できる学生を育てたい
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平和を創り出す喜びに生きる2019 年 年間標語

平和を実現する人々は幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる。
マタイによる福音書5章9節

亡くなった中村 哲医師のこと
　今年度、山梨英和大学でのキリスト教活動を支え
た聖書の言葉は、「平和を実現する人々 は幸いである」
（マタイによる福音書5:9）でした。
　この聖句と共に、2019年12月4日にアフガニスタン
で銃撃されて亡くなった中村哲医師を思い起こしま
す。そのわずか3ヶ月前の8月31日に、山梨英和学院創
立130周年記念講演で、中村さんは甲府でその活動に
ついてお話しくださっていたからでした。
　中村さんは最初、1984年にパキスタンの北西辺境
州にあるペシャワール・ミッション病院から要請を受け
て、主にハンセン病治療を中心とする医療活動に6年
間従事しました。それが出発点でした。その後、隣国の

アフガニスタンに拠点を移し、独立したNGO（非政府
組織）ペシャワール会を福岡で立ち上げ、1990年以降
は、後に「緑の大地計画」と名付けた果敢な活動を続
けてきました。意外に思われるかもしれませんが、中村
さんは思春期の頃、同世代の女性と話すことができな
かったそうです。蝶が好きで、山野を駆け回る昆虫少
年だったのです。
　みなさんが社会人になったとき、中村哲さんの「命」
とともに、「平和」の意味を思い出すときがきっと来る
でしょう。聖書の言葉は、そのようにしか理解されない
とわたしは思っています。そのことを忘れないでおいて
ください。

宗教主任　高橋　一

編集後記編集後記
　今年も『チャペルだより』を発刊することができました。原稿執
筆に協力してくれた10名の学生、サークルの活動内容をまとめる
作業に時間を費やし、校正を手伝ってくれた学生、寄稿してくだ
さった先生方のおかげで多彩な内容となりました。
　平和のために働くことを喜びとして、様々な奉仕に携わったひと
りひとりの思い、祈り、行いからマザーテレサの言葉を思い出しま
した。マザーテレサは、「Do Small Things With Great Love」

（小さなことでも、大きな愛を込めて行いなさい）と言いました。こ
の一年の学生の活動はこの言葉の通りであり、Peacemaker （平
和を実現する者）として、お互いを大切に思い、苦しみを共に担い、
喜びを分かち合い歩んでいました。そして一つ一つに愛を込めてい
ました。これから続く学生生活において、また山梨英和大学を巣
立っていかれた後の歩みにおいて、平和が保たれますようお祈りし
ています。（K.O.）

チャペルセンター
2019年度のあゆみ

2019年
◆4月9日（火）
　　始業礼拝　学長　菊野一雄
◆5月20日（月）～24日（金）
　　キリスト教教育週間
　　テーマ：平和を創り出す喜びに生きる
　　20日（月）宗教主任　高橋一　　
　　21日（火）山梨英和学院史料室長　深澤美恵子
　　22日（水）元山梨英和中学校・高等学校校長　薬袋洋子
　　23日（木）牧師　小島章弘
　　24日（金）４年　亀ケ川愛
◆5月13日（月）～24日（金）
　　山梨ダルク　生活用品の寄付　
◆6月20日　世界難民の日をおぼえて
◆7月1日（月）～5日（金）学生食堂
　　第5回Meal for Refugees実施
◆7月1日（月）～12日（金）
　　フードドライブ in 山梨英和大学　part9
◆9月24日（火）
　　第3クォーター始業礼拝　学長　菊野一雄
◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　・10月7日（月）～11月20日（水）
　　　「世界食料デー」おにぎりアクション2019
　　・10月30日（水）
　　　ワークショップ おにぎりを作ろう！
◆10月16日（水）
　　半日修養会　※台風のため、休止
◆11月12日（火）
　　ワークショップ　クリスマスリースを作ろう！
◆11月26日（火）
　　第32回　クリスマスツリー点火祭
◆11月26日（火）～12月18日（水）
　　クリスマス募金・献金

年間標語
平和を創り出す喜びに生きる

◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆2019年度クリスマス募金・献金報告
募金・献金総額：55,000円（クリスマス募金：14,860円、クリスマス献金：40,140円）

送り先：
・ひかりの家 11,000円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク 11,000円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨 11,000円
　　南アルプス市　食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・渋谷りつ子さんを支える会 11,000円
　　インド マザーテレサの家の関連施設でボランティアされている渋谷さんを支援する会
・ノット・フォー・セール・ジャパン 11,000円
　　東京都武蔵野市　人身取引問題に取り組む団体
みなさまからいただいた募金・献金を上記の団体に送りました。

ご協力、心より感謝申し上げます。

◆12月2日（月）～13日（金）
　　フードドライブ in 山梨英和大学　part10
◆12月13日（金）
　　クリスマス礼拝　宗教主任　高橋一
◆12月17日（火）
　　燭火礼拝
2020年
◆1月7日（火）
　　新年礼拝　宗教主任　高橋一
◆1月14日（月）～24日（金）学生食堂
　　第6回Meal for Refugees実施
◆1月8日（水）～31日（金）
　　災害被災地支援募金
　　　送付先：日本YMCA同盟
　　　募金額：15,000円
◆3月12日（木）
　　卒業礼拝　宗教主任　高橋一
　　※中止となりました

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、同窓生など多くの方々に
開かれた場所です。どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/chapel/
チャペルアワーやその他のイベントについては、大学webサイトで詳しくご覧いただけます。


